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1 ドライブの取り扱い「ハードドライブ」、 

「オプティカルドライブ」 


ドライブは壌れやずいコンピュータ部品ですので、取リキ及いにはミ主意が必要です。ドライブの取り扳 
いについては、レ： I 下の注意事項を参照して〈ださい。必要に応じて、追加の注意事項および関連手順 
を示しまず。 
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A を意： コンピュータやドライブの損傷、またはデータの損失を防ぐため、な下の点にま意してくだ 
さい。 

外付けハードドライブに接続したコンピュータをある場所から別の場所へ移動させるような場合は、 
事前にスリープを開始して画面表示が消えるまで待つか、外付けハードドライブを適切に取り外して 
くださし、。 

ドライブを取りおう前に、塗装されていない金属面に触れるなどして、静電気を放電してください。 

リムーバブルドライブまたはコンピュータのコネクタピンに触れないで〈ださい。 

ドライブは慎重に取りおい、絶対に落としたり上に物を置いたりしないでください。 

ドライブの着脱を行う前に、 コン ピュータの電源を切ります。 コン ピュータの電源が切れているの 
か、 ス リープ状態か、または ハイ/く ネーシ ヨン 状態なのかわからない場合は、まず コン ピュータの電 
源を入れ、次にオペレーティングシステムの通常の手順でシャツトダウンします。 

ドライブをドライブベイに挿入するときは、無理な力を加えないでください。 

オプティカルドライブ内のディスクへの書き込みが行われているときは、キーボードから入力した 
り、コンピュータを移動したりしないでください。書き込み化理は振動の影響を受けやすい動作で 
す。 


バッテリのみを電源として使用している場合は、メディアに書き込む前に、バッテリが十分に巧電さ 
れていることを確認してください。 

高温または多湿の場所にドライブを放置しないでください。 

ドライブにミ先剤などの液体をまらさないでください。また、ドライブに直接、液体クリーナーなどを 
吹きかけないでください。 

ドライブベイからのドライブの取り外し、ドライブの持ち運び、郵送、保管などを行う前に、ドライ 
ブからメディアを取り出してください。 

ドライブを郵送するときは、発ミ包ビニールシートなどの緩衝材で適切に巧包し、お包箱の表面に「コ 
ワレモノ ー 取り扱い注意」と明記して〈ださい。 

ドライブを磁気に近づけないようにしてください。磁気を発するセキュリティ装置には、空港の金属 
探知器や金属探知棒が含まれます。空港の機内持ち込み手荷物をチェックするベルトコンベアなどの 
セキュリティ装置は、磁気ではなく X 線を使用してチェックを行うので、ドライブには影響しませ 
ん。 
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2 オプティカルドライブの使用 


お使いのコンピュータには、データディスクを読み取ったり、音楽や動画を再生したりできるオプ 
ティカルドライブが搭載されています。お使いのコンピュータにブルーレイディスクドライブ （BD 
ドライブとも呼ばれます）が内蔵されている場合は、ディスクから HD 対応動画を再生することもで 
きます。コンピュータに搭載されているデバイスの種類を識別して、その機能を確認します。 
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取り付けられているオプティカルドライブの確認 

▲ [スタート]一[コンピュータ]の順に選がします。 

お使いのコンピュータにインストールされているオプティカルドライブを含むすべてのデバイスの一 
覧が表示されます。な下のどれかの種類のドライブが含まれている可能性があります。 


• DVD - ROM ドライブ 

• DVD ± RW / R および CD - RW コンボドライブ 

• DVD ± RW / R および CD - RW コンボドライブ （2 層記録 （ DL ) 対応） 

野 を晶1 2層記録ディスクには、1層式のディスクよりもをくのデータを保巧できます。ただ 

し、これらのドライブで作成された2層記録ディスクは、既存の多くの1層式 DVD ドライブお 
よびプレーヤに対応していない場合があります。 

• Ligh に cribe DVD ± RW / R および CD - RW コンボドライブロ層記録 ( DL ) 対応） 

• ブルーレイ ROM DVD ± R / RW スーパーマルチドライブロ層記録 ( DL ) 対応） 


載 を記. コンピュータによっては、上記の一部のドライブがサポートされていない場合があります。 
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オプティカルディスクの使用 

オプティカルディスク （ CD 、 DVD 、 および BD ) じは、音楽、写真、および動画などの情報を保存 
します。 DVD および BD は、 CD より大きい容量を扱うことができます。 


オプティカルドライブでは、標準的な CD や DVD ディスクの読み取りができます。お使いのオプティ 
カルドライブが BD ドライブであれば、ブルーレイディスクの読み取りもできます。 


寶を 記： ここに示すオプティカルドライブによっては、お使いのコンピュータでサポートされていな 
い場合もあります。サポートされているオプティカルドライブすべてが一覧に記載されているわけで 
はありません。 


な下の一覧じ示すように、一部のオプティカルドライブでは、オプティカルディスクへの書き込み 
もできます。 


オプティカルドライブの種 
類 

CD-RW へのまき込み 

DVD±RW/R へのま 
き込み 

DVD+R DL へのまき 

込み 

LightScribe CD また 
は DVD±RW/R への 
ラベルの害き込み 

DVD ± RW/R および CD-RW 
コンボドライブ 

可 

可 

不可 

不可 

DVD ± RW/R および CD-RW 
コンボドライブ （2 層記録 
CDL ) 対応） 

可 

可 

可 

不可 

LightScribe DVD ± RW/R お 
よび CD - RW コンボドライ 
ブ （2 層記録 （ DL ) 対応) 

可 

可 

可 

可 

ブルーレイ ROM DVD ± R / 
RW スーパー マルチドライ 
ブ （2 層記録 ( DL ) 対応） 

可 

可 

巧 

不可 


A を意： オーディオまたは動画の劣化、情報または再生機能の損失を防ぐため、オプティカルディス 
クの読み取りや書き込みをしているときにスリープまたはハイバネーシヨンを開始しないでくださ 
い。 
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正しいディスクの選択 

オプティカルドライブは、オプティカルディスク （ CD 、 DVD 、 および BD ) に対応しています。デ 
ジタルデータの保巧に巧用される CD は商用の録音にも使巧されますが、個人的に保巧する必要があ 
る場合にも便利です。 DVD および BD は、主に動画、ソフトウェア、およびデータのバックアップの 
ために使用します。 DVD および BD のサイズは CD と同じですが、はるかに大きい容量を扱うことが 
できます。 


載を 記. お使いのコンピュータに取り付けられているオプティカルドライブによっては、この項目で 
説明している一部のオプティカルディスクに対応していない場合もあります。 


CD-R ディスク 

CD-R (-度だけ書き込み可能）ディスクは、永続的なアーカイブを作成したり、仮想的にあらゆる 
ューザとファイルを共有したりするときに使用します。通常は、な下の巧途で巧巧します。 

• サイズの大きいプレゼン テーシヨ ンの配布 

• スキャンした写真やデジタル写真、ビデオクリップ、および書き込みデータの共有 

• 独自の音楽 CD の作成 

• コンピュータのファイルやスキャンした記録資料などの永続的なアーカイブの保存 

• ディスク領域を増やすためのハードドライブからのファイルのナフロード 
データを記録した後は、データを削除したり書き込んだりすることはできません。 

CD-RW ディスク 

CD - RW ディスク（再書き込みの巧能な CD ) は、頻繁にアップデートする必要のあるサイズの大きい 
プロジ I クトを保存するときに巧巧します。通常は、な下の巧途で使巧します。 

• サイズの大きいドキュメントやプロジェクトファイルの開発および管理 

• 作業ファイルの車5送 

• ハードドライブファイルの毎週のバックアップの作成 

• 写真、動画、オーディナ、およびデータの継続的な更新 

DVD±R ディスク 

空の DVD ± R ディスクは、大量の情報を永続的に保をするときに使巧します。データを記録した後 
は、データを削除したり書き込んだりすることはできません。 

DVD±RW ディスク 

前に保存したデータを削除または上書きしたい場合は、 DVD + RW ディスクを使巧します。この種類 
のディスクは、変更できない CD または DVD に書き込む前に才ーディオや動画の記録テストをする 
のに最適です。 

LightScribe DVD+R ディスク 

Ugh に cribeDVD + R ディスクは、データ、ホームビデオ、および写真を共有または保存するときに使 
巧します。このディスクは、ほとんどの DVD - ROM ドライブや DVD ビデオプレーヤでの読み取りに 
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対応しています。 LightScribe がち効なドライブと LightScribe ソフトウエアを使巧すると、ディスク 
にデータを書き込むだけでなく、ディスクの外側にラベルをデザインして追加することもできます。 

ブルーレイディスク (BD) 

BD は、 HD 対応動画などのデジタル情報を保巧するための高密度オプティカルディスク フナーマツ 
卜です。1枚の1層式 BD で 25 GB まで保存でき、これは 4.7 GB の1層式 DVD の5倍な上です。2 
層式の BD では1枚で50 GB まで保存でき、これは 8.5 GB の2層式 DVD の約6倍な上です。 


通常は、な下の用途で使巧します。 


• 大量のデータの保を 

• HD 対応動画の再生 


m を記： ブルーレイは新技術を搭載した新しいフォーマツトであるため、一部のディスク、デジタル 
接続、互換性、またはパフォーマンスに問題が起こる可能性がありますが、これは欠陥ではありませ 
ん。すべてのシステム上での完全な巧生は保証されていません。 
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オプティカルディスクの再生 

1. コンピュータの電源を入れます。 

2. ドライブのフロントパネルにあるリリースボタン （1) を押して、ディスクトレイカ 《 少し巧し 
出された状態にします。 

3. トレイを引き出します（2)。 

4. ディスクは平らな表面に触れないように縁を持ち、ディスクのラベル面を上にしてトレイの回転 
軸の上に置きます。 

m を晶1~ ディスクトレイが完全に開かない場合は、ディスクを注意深く傾けて回転軸の上に置 

いてください。 

5. 確実に収まるまで、ディスクをゆっくり巧し下げます口）。 



み 


6. ディスクトレイを閉じます。 

自動再生動作を設定していない場合は、な下の項目で説明しているように、[自動再生]ダイアログボッ 
クスが開きます。メディアのコンテンツ（内容）をどのように扱うかについての選択を求められま 
す。 
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自動再生の設定 

1. [スタート]一[コントロールパネル] 一 [ CD または化のメディアの自動再生]の順に選択します。 

2. すべてのメディアとデバイスで自動ち生を使巧するチェックボックスにチェックが入っている 
ことを確認します。 

3. [既定を選択する]をクリックし、一覧に表示されている各メディアの種類について、使用可能な 
オプションのどれかを選択します。 

4. [保存]をクリックします。 


寶を 記： 自動再生について詳しくは、[ヘルプとサポート]を参照してくださし、。 


自動巧生の設定 9 




DVD の地域設定の変更 

著作権で保護されたファイルを使巧するをくの DVD じは地域コードがあります。地域コードによつ 
て著作権は国際的に保護されます。 

地域コードがある DVD を巧生するには、 DVD の地域コードが DVD ドライブの地域の設定と一致し 
ている必要があります。 

A を意: DVD ドライブの地域設定は、5回までしか変更できません。 

5回目に選巧した地域設定が、 DVD ドライブの最終的な地域設定になります。 

ドライブで地域設定を変更できる残りの回数が、 [ DVD 地域]タブに表示されます。 

オペレーティングシステムで設定を変更するには、な下の操作を行います。 

1. [スタート]一[コンピュータ]一[システムのプロパティ]の順に選がします。 

2. 左側の枠内で、[デバイスマネージャ]をクリックします。 

寶 を記:_ Windows ® には、コンピュータのセキュリティを高めるためのユーザアカウント調整機 

能がきまれています。ソフトウェアのインストール、ユーティリティの実行、 Windows の設定 
変更などを行うときに、ューザのアクセス権やパスワードの入力をホめられる場合があります。 
詳しくは、[ヘルプとサポート]を参照してください。 

3. [DVD/CD-ROM ドライブ]の横のプラス記号 （+ ) をクリックします。 

4. 地域設定を変更する DVD ドライブをちクリックして、次に[プロパティ]をクリックします。 

5. [DVD 地域]タブをクリックして、設定を変更します。 

6. [0 のをクリックします。 
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著作権に関する警告 

コンピュータプログラム、映画や映像、放送内容、録音内容などの著作権によって保護されたものを 
許可なしにコピーすることは、著作権まに違反する行為です。コンピュータをそのような目的に使用 
しないでくださし、。 


A を意： 情報の損失やディスクの損傷を防ぐために、な下のガイドラインを参考にしてください。 

ディスクに書き込む前に、 コン ピュ ータ をまをした外部電源に接続してください。 コン ピュ ータが 
バッテリ電源で動作しているときは、ディスクに書き込まないでください。 

ディスクに書き込む前に、使用しているディスクソフトウェアな外は、開いているすべてのプログラ 
ムを閉じてください。 


コピー元のディスクからコピーホのディスクに、またはネットワークドライブからコピー先のディス 
クに直接コピーしないでくださし、。その情報をハードドライブじ保巧し、次にハードドライブからコ 
ピー先のディスクに書き込みます。 

ディスクへの書き込み中にキーボードを使用したり、コンピュータを移動したりしないでくださし、。 
書き込み処理は振動の影響を受けやすい動作です。 

歐を 記： コンピュータに付属しているソフトウェアの使用について詳しくは、ソフトウェアの製造元 
の説明書を参照してください。これらの説明書は、ソフトウてアに含まれているか、ディスクに収録 
されているか、またはソフトウェアの製造元の Web サイトから入手できます。 
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CD または DVD のコピー 

1. [スタート]一[すべてのプログラム]一 [CyberLink DVD S 山 te ] (CyberLink DVD スイート）一 
[ Power 2 Go ] の順に選がします。 

2. コピーするディスクをオプティカルドライブに挿入します。 

3. 画面ち下の [ Copy ] (コピー）をクリックします。 

4. 指示が表示されたら、コピー元のディスクをオプティカルドライブから取り出して、空のディ 
スクをドライブに挿入します。 

データがコピーされると、自動的にトレイが開いて作成したディスクが出てきます。 
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CD または DVD の作成（書き込み） 

コンピュータに CD - RW 、 DVD - RW 、 または DVD + RW ディスクをサポートするオプティカルドライ 
ブが搭載されている場合、 [ CyberUnkPower 2 Go ] などのソフトウェアを使用して、データ、動画、お 
よび才ーディオファイル （ MP 3 および WAV 音楽ファイルなど）を書き込むことができます。 

CD または DVD を書き込むときには、な下のガイドラインを参ちにしてください。 

• ディスクに書き込む前に、開いているファイルをすべて保存して閉じ、すべてのプログラムを閉 
じてください。 

• 通常、才ーディオファイルの書き込みには CD - R または DVD - R が最適です。これはデータがコ 
ピーされた後、変更ができないためです。 


教 を記： [ CyberUnkPower 2 Go ] では、才ーデイオ DVD を作成することはできません。 


• 家庭のステレオや力ーステレオの一部には CD - RW を再生しないものもあるため、音楽 CD の書 
き込みには CD - R を使巧します。 

• 通常、 CD - RW または DVD - RW は、データファイルの書き込みや、変更できない CD または DVD 
に書き込む前のオーディオまたはビデオ録画のテストに最適です。 

• ホームシステムで使用される DVD プレーヤは、通常、すべての DVD フォーマットに対応して 
いるわけではありません。対応しているフォーマットの一覧については、 DVD プレーヤに付属 
の説明書を参照してください。 

• MP 3 ファイルは他の音楽ファイルのお式よリファイルのサイズがルさく、また、 MP 3 ディスク 
の作成プロセスは、データファイルの作成プロセスと同じです。 MP 3 ファイルは、 MP 3 プレー 
ヤまたは MP 3 ソフトウエアがインストールされているコンピュータでのみ再生できます。 

CD または DVD を書き込むには、な下の操作を行います。 

1. 書き込み元のファイルをハードドライブ上のフナルダにダウンロードまたはコピーします。 

2. 空のディスクを、オプティカルドライブに挿入します。 

3. [スタート]一[すべてのプログラム]の順に選択し、使用するソフトウェアの名前を選択します。 


教を 記. サブフォルダに含まれているプログラムもあります。 

4. 作成するディスクの種類（データ、オーディオ、またはビデオ）を選択します。 

5. [スタート]をちクリックしてから[エクスプローラ]をクリックし、書き込み元のファイルが保巧 
されているフォルダを表示します。 

6. フォルダを開き、空のオプティカルディスクのあるドライブにファイルをドラッグします。 

7. 選択したプログラムで指示されているとおりに書き込みプロセスを開始します。 

詳しい手順については、ソフトウェアの製造元の説明書を参照してください。これらの説明書は、ソ 
フトウェアに含まれているか、ディスクじ収録されているか、またはソフトウェアの製造元の Web 
サイトから入手できます。 


A を意： 著作権に関する警告について確認してください。コンピュータプログラム、映画や映像、放 
送内容、録音内容など、著作権によって保護されたものを許可なしにコピーすることは、著作権まに 
違反する行為です。コンピュータをそのような目的に使用しないで〈ださい。 


CD または DVD の作成（書き込み）13 








オプティカルディスクの取り出し 

1. ドライブのフロントパネルにあるリリースボタン （1) を押してディスクトレイを開き、トレ 
イをゆっくり完全に引き出します（2)。 

2. 回転軸をそっと巧しながらディスクの端を持ち上げて、トレイからディスクを取り出します 
(3)。ディスクは緣を持ち、平らな表面に触れないようにしてください。 


歐 を記： トレイが完全に開かない場合は、慎重にディスクを傾けて取り出してくださし、。 
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3 ハードドライブパフオーマンスの向上 


ディスクデフラグの使用 

コンピュータを使用しているうちに、ハードドライブ上のファイルは断片化されていきます。ディス 
クデフラグを行うと、ハードドライブ上の断片化したファイルやフォルダを集めてより効率よく作業 
を実行できるようになります。 

いったんディスクデフラグを開始すれば、動作中に操作する必要はありません。ハードドライブのサ 
イズと断片化したファイルの数によっては、ディスクデフラグの完了まで1時間な上かかることがあ 
ります。夜間やコンピュータにアクセスする必要のない時間帯などに実行されるように設定するとよ 
し、でしよラ。 

少なくとも1か月に1度、ハードドライブのデフラグを行うことをおすすめします。ディスクデフラ 
グは1か月に1度実行されるように設定することもできますが、手動でいつでもコンピュータのデフ 
ラグを実行できます。 

ディスクデフラグを実行するには、な下の操作を行います。 

1. [スタート]一[すべてのプログラム]一[アクセサリ]一[システムツール]一[ディスクデフラグ]の順 

に選択します。 

2. [今すぐ最適化]をクリックします。 


野を 記. Windows には、コンピュータのセキュリティを高めるためのューザアカウント調整機 
能が含まれています。ソフトウェアのインストール、ユーティリティの実行、 Windows の設定 
変更などを行うときに、ューザのアクセス権やパスワードの入力を求められる場合があります。 
詳しくは、[ヘルプとサポート]を参照してください。 


詳しくは、ディスクデフラグツールソフトウエアのヘルプを参照してくださし、。 
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ディスククリーンアップの使用 

ディスククリーンアップを行うと、ハードドライブ上の不要なファイルが検出され、それらのファイ 
ルがを全に削除されてディスクの空き領域が増し、より効率よく作業を実行できるようになります。 

ディスククリーンアップを実行するには、な下の操作を行います。 

1. [スタート]一[すべてのプログラム]一[アクセサリ]一[システムツール]一[ディスククリーンアッ 

プ]の順に選択します。 

2. 画面に表示される説明に沿って操作します。 
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4 ハードドライブの交換 


A ミ主意： データの損失やシステムの応答停止を防ぐために、な下の点にま意してください。 

ハードドライブベイからハードドライブを取り外す前に、コンピュータをシャットダウンしてくださ 
し、。コンピュータの電源が入っているときや、スリープまたはハイバネーシヨンのときには、ハード 
ドライブを取り外さないで〈ださい。 

コンピュータの電源が切れているのかハイバネーシヨン状態なのかわからない場合は、まず電源ス 
イッチをスライドさせてコンピュータの電源を入れます。次にオペレーティングシステムの通常の手 
順でシャットダウンします。 

ハードドライブを取り外すには、な下の操作を行います。 

1. 必要なデータを保巧します。 

2. コン ピュータをシャットダウンし、ディスプレイを閉じます。 

3. コンピュータにち続されているすべての外イ寸けデバイスを取り外します。 

4. 電源コンセントから電源コードを巧き、コンピュータの電源コネクタから AC アダプタを取り外 
します。 

5. コンピュータを裏返してをました平らな場所に置きます。 

6. バッテリをコンピュータから取り外します。 

7. ハードドライブベイが手前になるように置き、ハードドライブカバーの2つのネジり）を緩め 
ます。 

8. ハードドライブカバーを取り外します（2)。 
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9. ハードドライブタブをつかみ、ハードドライブを持ち上げてコンピュータから取り出します。 




ハードドライブを取り付けるには、な下の操作を行います。 

1. ハードドライブベイにハードドライブを挿入します。 

2. ハードドライブが確実に収まるまで、ゆっくりと押し込みます。 

3. ハードドライブカバーのタブ （1) を、コンピュータのくぼみに合わせます。 

4. カバーを閉じます（2)。 

5. ハードドライブカバーのネジロ）を締めます。 
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5 


トラブルシューテイング 


ここでは、一般的な問題と解決方まについて説明します。 


オプティカルディスクトレイが開かない場合 

1. ドライブのフロントパネルにある手動での取り出し用の巧にクリップ （1) の端を差し込みま 
す。 

2. クリップをゆっくり押し込み、ディスクトレイが開いたら、トレイを完全に引き出します（2)。 

3. 回転軸をそっと押しながらディスクの縁を持ち上げて、トレイからディスクを取り出します 
(3)。ディスクは縁を持ち、平らな表面に触れないようにしてください。 


教 を記； トレイが完全に開かない場合は、慎重にディスクを傾けて取り出してください。 



4. ディスクトレイを閉じて、取り出したディスクを保護ケースに入れます。 
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コンピュータがオプティカルドライブを検出しない場合 

コン ピュータがオプティカルドライブを検出しない場合は、[デバイス マネー ジャ]を使用してデバイ 
スの問題を解決し、デバイスドライバを更新するか、アンインストールするか、無効にします。 

1. オプティカルドライブからディスクを取り出します。 

2. [スタート]一[コントロールパネル]一[システムとメンテナンス]一[デバイスマネージャ]の順に選 
択します。ューザアカウントコントロールによってメッセージが表示されたら、騰行]をクリッ 
クします。 

3. [デバイスマネージャ]ウィンドウで、マイナス記号 （一) がすでに表示されている場合を除き、 
[ DVD / CD - ROM ドライブ]の横のプラス記号 （+ ) をクリックします。オプティカルドライブの 
一覧を確認します。 


腎を 記： ドライブが表示されていない場合は、説明に沿ってデバイスドライバをインストール 
(または再インストール）します。このセクションの「デバイスドライバをちインストールする 
必要がある場合」を参照してください。 


4. オプティカルドライブの一覧をちクリックすると、な下のタスクを実行できます。 

• ドライバを更新します。 

• デバイスを無効にします。 

• デバイスをアンインストールします。 

• ハードウエアの変更をスキヤンします。 Windows はシステムをスキヤンして取り付けられ 
ているハードウ I アを検出し、必要なネ刀期設定のドライバをインストールします。 

• デバイスが正しく動作しているかどうかを確認するには、[プロパティ]をクリックします。 

。 問題を解みするには、[トラブルシユーティング]をクリックします。 

。 デバイスのドライバを更新、無効化、またはアンインストールするには、[ドライバ]夕 
ブをクリックします。 


m を記： ドライバを更新した後でデバイスに問題が発生した場合は、 [ ドライバを元に 
戻す]オプションをクリックします。このオプションを使用すると、な前にインストー 
ル された ドライバに口ールバックします。 
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ディスクが再生されない場合 

• ディスクを再生する前に作業中のデータを保巧して、開いているすべてのプログラムを閉じま 
す。 

• CD または DVD を巧生する前にインターネットをログオフします。 

• ディスクを正しく挿入していることを確認します。 

• ディスクが巧れていないことを確認します。必要に応じて、ろ過水や蒸留水で湿らせた柔らかい 
布でディスクを清掃します。ディスクの中むから外側に向けてがいてください。 

• ディスクに傷がついていないことを確認します。傷がある場合は、一般の電気店や CD ショップ 
などで入手可能なオプティカルディスクの修復キットで修復を試みることもできます。 

• ディスクを巧生する前にスリープモードを無効にします。 

ディスクの巧生中に ハイ バネー ション またはスリープを開始しないでください。ディスクの再生 
中に ハイ バ ネーション またはスリープを開始すると、続行するかどうかを確認する警告メッセー 
ジが表示される場合があります。このメッセージが表示されたら、[いいえ]をクリックします。 
[いいえ]をクリックするとな下のようになります。 

。 再生が再開します。 

または 

。 マルチメディアプログラムの再生ウィンドウが閉じます。ディスクの巧生に戻るには、マ 
ルチメディアプログラムの[再生]ボタンをクリックしてディスクを巧起動します。場合に 
よっては、プログラムを終了してから巧起動する必要が生じることもあります。 

• システムのリソースを増やします。 

。 プリンタとスキャナなどの外付けデバイスの電源を切ります。これによってシステムリソー 

スが解放され、再生パフナーマンスが向上されます。 

。 デスクトップの色のプロパティを変更します。16ビットを超える色の違いは人間の目では 
簡単に見分けられないため、な下の方までシステムの色のプロパティを16ビットの色に下 
げても、動画の再生時の色の違いは気にならないでしょう。 

1. デスクトップ上のアイコンを除く任意の場所を右クリックし、[個人設定]一[画面の設定] 
の順に選択します。 

2 . 陋面の色]を[中（ 1 6ビット） ] に設まします。 


ディスクが再生されない場合 21 


ディスクが自動再生されない場合 

1. [スタ ー W 一 [コントロールパネル] 一 [CD または 他のメディアの 自動再生]の順に選巧します。 

2. [すべてのメディアとデバイスで自動ち生を使用する]チェックボックスにチェックが入っている 
ことを確認します。 

3. [保存]をクリックします。 

これで、ディスクをオプティカルドライブに挿入したときに自動的に再生されます。 
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DVD の動画が停止したりコマ落ちしたりする場合や、再生が 
不安定な場合 

• ディスクを清掃します。 

• な下の操作を実行して、システムリソースを節約します。 

。 インターネットからログオフします。 

。 デスクトップの色のプロパティを変更します。 

1. デスクトップ上のアイコンを除く任意の場所を右クリックし、[個人設定]一[画面の設定] 
の順に選択します。 

2 . 陋面の色]を[中（ 1 6ビット） ] に設まします。 

。 プリンタ、スキャナ、カメラ、携帯電話などの外付けデバイスを取り外します。 


DVD の動画が停止したりコマ落ちしたりする場合や、再生が不を定な場合 23 


DVD の動画が外付けディスプレイに表示されない場合 

1. コンピュータのディスプレイと外付けディスプレイの両方の電源が入っている場合は、 fn+f4 
を1回な上巧して、表示画面をどちらかに切り替えます。 

2. 外付けディスプレイがメインになるようにモニタの設定を行います。 

a. コンピュータデスクトップの空いている場所をちクリックし、[個人設定]一[画面の設を]の 
順に選がします。 

b. メインディスプレイとセカンダリディスプレイを指定します。 


W を記： 両方のディスプレイを使用する場合は、 DVD の画像はセカンダリディスプレイとして 
指ましたディスプレイには表示されません。 


マルチメディアに関して、このガイドで説明されていない質問について情報を得るじは、[スタート] 
一[ヘルプとサポート]の順に選択します。 
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ディスクへの書き込み処理が行われない、または完了する前に 
終了してしまう場合 

• その他のプログラムがすべて閉じられていることを確認します。 

• スリー プモ ー ドと ハイ バネ ー シヨンをオフに切り替えます。 

• おほいのドライブに適した種類のディスクを使用していることを確認します。ディスクの種類に 
ついて詳しくは、ディスクにイ寸属の説明書を参照してください。 

• ディスクが正しく巧入されていることを確認します。 

• よリイ氏速の書き込み速度を選択して、もう一度試します。 

• ディスクをコピーする場合は、コピー元のディスクの情報をハードドライブに保巧してから、新 
しいディスクに内容を書き込み、その後でハードドライブから書き込んでください。 

• [デバイスマネージ]ャの [ DVD に D - ROM ドライブ]カテゴリに配置されている、ディスク書き込み 
ドライバを巧インストールします。 


ディスクへの書き込み化理が行われない、または完了する前に終了してしまう場合 25 



DVD を [Windows Media Player ] で再生したときに音や画面が 
出ない場合 

ドド1\/18出351713(1]を使用して DVD を再生してください。 [ HPMediaSmart ] はコンピュータにインストー 
ルされています。また、 HP の Web サイト、 http://www.hp.com/iD/ 力、らも入手できまず。 


デバイスドライバを再インストールする必要がある場合 

デバイスドライバを再インストールするには、 Jii 下の操作を行います。 

1. オプティカルドライブからディスクを取り出します。 

2. [スタート]一[コントロールパネル]一[システムとメンテナンス]一[デバイスマネージヤ] の順に選 
択します。 ユーザアカウントコントロールに よって メッセー ジが表示されたら、騰行]をク リッ 
クします。 

3. [デバイスマネージヤ]ウィンドウで、マイナス記号 （一) がすでに表示されている場合を除き、 
アンインストールおよび再インストールするドライバの種類 （ DVD に D - ROM やモデムなど）の 
横のプラス記号 （+ ) をクリックします。 

4. 表示されているドライバをクリックし、 delete キーを巧します。確認のメッセージが表示された 
ら、ドライバを削除することを確認します。ただし、コンピュータは再起動しないでくださし、。 
削除するその他のすべてのドライバでこの操作を繰り返します。 

5. [デバイス マネー ジヤ]ウィンドウで、 ツー ルバーの [ハードウエア 変更のスキ ヤン] アイコンをク 
リックします。 Windows は、お巧いのシステムから取り付けられているハードウエアをスキヤ 
ンし、ドライバを必要とするすべてのハードウ X アに巧してネ刀期設定のドライバをインストール 
します。 


寶を 記： コンピュータを再起動する画面が表示された場合は、開いているファイルをすべて保を 
してから再起動を続行します。 


6. 必要に応じて[デバイスマネージャ]を再び開き、ドライバが表示されていることをもう一度確認 
します。 

7. デバイスを使巧します。 

初期設をのデバイスドライバをアンインストールまたは巧インストールしても問題が解決されない場 
合、 W 下の項目の手順に沿ってドライバを更新する必要があります。 

Microsoft® デバイスドライバの入手 

[Microsoft Update ] を使用すると、最新の Windows デバイスドライバを入手できます。この Windows 
の機能は、ハードウエアドライバ、 Windows オペレーティングシステム、およびその他の Microsoft 
製品に関する更新を自動的に確認し、インストールするように設定できます。 

[Microsoft Update ] を使巧するには、な下の操作を行います。 

1. インターネットブラウザを開き、 http://www.microsoft.com/ia/ip/default.aspx を表示します。 

2. [セキュリティ &アップデー ト] をクリックします。 

3. [Microso 行 Update] をクリックしてコンピュータのオペレーティングシステム、プログラム、お 
よびハードウエアの最新の更新情報を入手します。 
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4. 画面の説明に沿って操作し、 [Microsoft Update ] をインストールします。ユーザアカウントコン 
トロールによってメッセージが表示されたら、[続行]をクリックします。 

5. [変更する]をクリックして、 [Microsoft Update ] で Windows オペレーティングシステムおよび 
Microsoft なのその他の製品のアップデートを確認する時間を選択します。 

6. コン ピュ ータ のち起動をホめる メッセー ジが表示されたら、 コン ピュ ータを 再起動します。 

HP デバイスドライバの入手 

HP デバイスドライバを入手するには、な下のどちらかの操作を行います。 

[HP Update U 川 ity ] を使用するには、な下の操作を行います。 

1. [スタート]一[すべてのプログラム]一 [ HP ] 一 [HP Update ] (HP アップ デー ト）の順に選がします。 

2. [HP Welcome ] (HP へようこそ）画面で、 [ Settings ] (設定）をクリックして、ユーティリティ 
が Web 上でソフトウ X アの更新を確認する時間を選択します。 

3. [ Next ] (次へ）をクリックして HP のソフトウェアの更新を確認します。 

HP の Web サイトを使用するには、な下の操作を行います。 

1. インターネットブラウザを開き、 http :// www . hp . com / support / を表示します。 

2. 国または i 也域を選択します。 

3. [ドライバ色ソフトウェアをダウンロードする]オプションをクリックし、お使いのコンピュータ 
の製品名または製品番号を[製品名-番号で検索]フィールドに入力します。 

4. enter キーを押し、画面の説明に沿って操作します。 


デバイスドライバを再インストールする必要がある場合 27 



索引 


c 

CD 

書き込み 13, 25 
コピ ー 12 
再生8 
ドライブ3, 5 
取り出し14 

D 

DVD 

書き込み13, 25 
コピ ー 12 
再生8 

地域設定の変更10 
地域設定10 
ドライブ3, 5 
取り外し14 

H 

HP ドライバ27 
お 

オプティカルディスク 
巧用5 
取り出し14 

オプティカルドライブ3, 5 


空港のセキュリティ装置2 

し 

自動再生9 

そ 

ソフトウェア 

ディスククリーンアップ 
ディスクデフラグ15 

ち 

地域コード、 DVD 10 


著作権の警告11 め 

メンテナンス 

て ディスククリーンアップ16 

ディスククリーンアップソフトウェ ディスクデフラグ15 

ア 16 

ディスクデフラグソフトウェ 
了 15 

ディスクパフォーマンス15 
デバイスドライバ 
HP ドラィバ27 
Microsoft ドライバ26 

と 

ドライブ 

オプティカル3, 5 
取り圾いについて1 
ハード17,18 
トラブルシューティング 
DVD 動画巧生23 
HP デバイスドライバ27 
Microsoft ドライバ26 
オプティカルディスクトレ 
イ19 

オプティカルドライブ検 
出20 

外かけディスプレイ24 
ディスクの書き込み25 
ディスクの再生21, 22 
デバイスドライバ26 


は 

ハードドライブ 
交換17 
取り付け18 
取り外し17 


28 索引 




